































































































































































































































































































『日本霊異記』は、 『諸経要集』からの引用や孫引きが多いことが指摘されているので、上巻十八縁は『諸経要集』からの引用であった可能性が高い。中巻第 縁で 原文を引用しているので、景戒の身近に『善悪因果経』があったと思われるが、それにもかかわらず『諸経要集』の文を『善悪因果経』とし 引用している。 『善悪因果経 という書名が内容にちょうどあてはまるために、 諸経要集』の「故経言」の
「経」を『善悪因果経』としたのであろうか。
古代の文献で『善悪因果経』の書名が見出されるのは、
『日本霊異記』と 東大寺諷誦文稿』のみ る。両書の成立はほぼ同時期で、景戒も『東大寺諷誦文稿』 筆者も法相宗の僧といわれている。 『善悪因果経』が、当時の法相宗僧徒の周辺に存在していたことが かがわれる。
奈良時代を通じて一切経目録として使用されていた『開元





の民間仏教においても主軸 な 思想であった。養老七年（七二三）の太政官奏に「近在京の僧尼、浅識軽智をもって罪福の因果を巧みに説き」 （ 『続日本紀』養老七年七月十日）とある。奈良時代初期の布教僧らは民衆を相手に「罪福の因果」 、すなわち善悪因果応報を巧みに説いていたのである。それから約百年後の『日本霊異記』も、人々に因果応報の実例と理を説いて「諸悪莫作、諸善奉行」 （上巻序）を勧めることを主旨としてい の民間 の現場で生まれた数々の因果応報 話が、 『日本国現報善悪霊異記』として結実したのであろう。『善悪因果経』は悪業悪果の例が圧倒的に多く、因果応報の負の面が強調されている。おそらく「諸悪莫作」を説く説教の考案に豊富な話材を提供したであろう。 『善悪因果経』は、追善供養などで読誦されるだけではなく 説教僧たちにも享受されたものと思われる。私の調査では今のところ『東大寺諷誦文稿』以後、平安時
23　『善悪因果経』管見─『東大寺諷誦文稿』『日本霊異記』『平家物語』など─







































































































代、著者不明、一巻。原本は敦煌出土写本で日本の中村不折氏蔵。首部を欠く。疑偽経典。衆生の色相に貧富貴賤、善悪美醜などの違いがある は、前世の業因によって現在の果報を招いていることを説明してい 大蔵経全解説大事典） 。本縁の引用部分は、善悪因果経にはな









（四部合戦状本）や『心地観経』 （延慶本）となった。字句の異同についての精査や、 『平家物語』全体の経典引用からみる考察も必要であるが、この部分に限って見るならば、このような推測が可能 ろう。
前述のように、平安朝時代の仮名文学には「因果」の使用




































































本霊異記』に、そしておそらく『日本霊異記』から『平家物語』に伝えられた。やが 『平家物語』の本文から離れて巷間に流布し、 「現在の果を見て過去未来を知る」という短縮された文句にもなっ も であろう。
五、近世の『善悪因果経』
『善悪因果経』は、 『日本霊異記』と『東大寺諷誦文稿』以降、江戸時代まで読ま ていた形跡を見出すことができない。寛永二十一年（一六四四） 、 『仏説善悪因果経』が刊行され






『善悪因果経』には、病や身体障害は先世の業報に応じた結果であると説かれ、罪業に応じてさまざまな虫として生まれたり、種々の地獄に生まれるという例が列挙されている。通俗的な興味を刺激する内容でありながら、 「経」とし の体裁を備えている。近世出版界において、その商品価値を見逃されなかったのであろう。平仮名本や、 『善悪因果経抄』 （二巻二冊、寛文六年、一六








‌ 二〇一五年九月十三日仏教文学会大会における研究発表「 つの因果経―古代・中世 と『善悪因果経』―」をもとに執筆しました。佐伯真一先生はじめ、貴重なご教示を賜った諸先生方にお礼を申し上げます。
注（１）
‌ 牧田諦亮『疑経研究』 （初版一九七六年、 『牧田諦亮著作集』第一巻所収、臨川書店、二〇一四年）参照。
（２）
‌ 『東大寺諷誦文稿』の成立の上限は弘仁二年（八一一） 、下限は天長年間（八二四～八三四）頃と考えられる（拙稿「東大寺諷誦文稿の成立年代について」 『国語国文』第
29　『善悪因果経』管見─『東大寺諷誦文稿』『日本霊異記』『平家物語』など─
六十巻第九号、一九九一年九月） 。藤本誠氏は「執筆当初、父母追善の法華八講のために作成された手控えであった」と推論している（ 「 『東大寺諷誦文稿』の成立過程―前半部を中心として―」 水門―言葉と歴史―』第二十三号、二〇一一年七月） 。
（３）




設方広悔過於宮中、宮中方広自此始也」 （ 『政事要略』巻第二十八） 。
（５）






‌ 菊池武「 『日本霊異記』仏典考」 （ 『日本史籍論集』上巻、吉川弘文館、一九六九年）参照。
（９）
‌ 拙稿「奈良時代の疑偽経典目録について―『開元釈教録』巻第十八考―」 （加藤謙吉編『古代の氏族と政治・宗 』所収、二〇一八年）参照。
（
10）
‌ 出雲路修「説話」 （岩波講座『東洋思想』第十六巻「日本思想」２、一九 九） 、今西祐一郎「源氏物語」 （岩波講座『日本文学と仏教』第二巻「因果」第二部第二章、一九九四）参照。
（
11）
‌ 和田恭幸「 『善悪因果経直解』諸版考」 （ 『仏教文化研究所紀要』四四、二〇〇五年）参照。
（
12）
‌ 注（
11）及び和田恭幸「浅井了意の仏書とその周辺（三）
―版面に見える作家の立場と決意― 『国文学研究資料館紀要』二六、二〇〇〇年）参照。
（こばやし・まゆみ
　
成城大学教授）
